
″
生
活
に
豊
か
な
楽
し
み
を
〃

地
域
に
愛
さ
れ
る
メ
デ
ィ
ア
を
目
指
す

福
田
勝
一
一
一
《
株
式
会
社
ヶ
‐
ブ
ル
ネ
ッ
ト
神
戸
芦
屋
代
表
取
締
役
社
長
》

4８

私
の
意
見

一三壬

Ｆ
ＦＴ

革
を
行
い
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
新
し
く
鍛
設

置
す
る
な
ど
、
き
め
細
や
か
な
サ
ー
ビ
ス
を
ｌ

迅
速
に
お
客
さ
ま
に
提
供
で
き
る
よ
う
に
努

め
て
き
議
し
た
。
そ
の
結
果
震
災
か
ら
の
１
Ｊ

経
済
復
興
は
ま
だ
ま
だ
と
い
わ
れ
て
い
た
神
〆

戸
で
も
、
昨
年
後
半
か
ら
加
入
世
帯
の
増
加

が
著
し
く
み
ら
れ
、
生
活
を
楽
し
む
た
め
に

お
金
を
出
す
、
消
費
生
活
は
元
気
を
取
り
戻

し
つ
つ
あ
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
で
あ
れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
あ

れ
、
こ
れ
ら
が
創
り
出
す
「
楽
し
み
」
を
生

活
の
中
に
送
り
込
む
の
が
私
た
ち
の
仕
事
で

あ
り
、
地
元
の
方
々
に
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
と

考
え
て
い
ま
す
。

今
年
哩
月
に
開
始
さ
れ
る
Ｂ
Ｓ
（
放
送
衛

星
）
テ
レ
ビ
放
送
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
っ
て
、

家
庭
で
の
受
信
は
よ
り
情
報
豊
か
で
快
適
な

も
の
に
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
た
め
の
多
額

の
設
備
投
資
と
通
信
サ
ー
ビ
ス
の
競
争
の
激

化
は
必
至
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
回
の

合
併
で
体
制
を
強
化
し
つ
つ
あ
る
当
社
で
は
、

常
に
新
技
術
を
取
り
入
れ
た
質
の
高
い
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
心
が
け
、
地
域
に
愛
さ
れ
る

メ
デ
ィ
ア
と
し
て
日
々
新
鮮
な
話
題
を
発
信

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
年
１
月
１
日
、
こ
う
ベ
ヶ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
（
株
）
と
（
株
）
ケ
ー
ブ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
芦
屋
が
合
併
し
、
（
株
）
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
神

戸
芦
屋
が
誕
生
し
ま
し
た
。
対
象
エ
リ
ア
は

神
戸
市
東
灘
・
灘
・
中
央
・
兵
庫
の
４
区
と

芦
屋
市
の
計
”
万
世
帯
で
、
３
月
現
在
の
加

入
世
帯
数
は
神
戸
市
内
が
２
万
４
５
０
、
芦

屋
市
内
が
７
３
５
０
、
計
２
万
７
８
０
０
世

帯
を
数
え
ま
す
。

地
域
行
政
の
単
位
で
発
展
し
、
マ
イ
ナ
ー
な

イ
メ
ー
ジ
が
強
か
っ
た
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で

す
が
、
Ｃ
Ｓ
（
通
信
衛
星
）
放
送
の
「
ス
カ

イ
パ
ー
フ
ェ
ク
Ｔ
Ｖ
」
な
ど
の
人
気
チ
ャ
ン

ネ
ル
を
自
社
の
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
取
り
込
ん

だ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー
ビ
ス
を

始
め
る
な
ど
魅
力
あ
る
展
開
で
着
実
に
加
入

世
帯
を
増
や
し
て
き
ま
し
た
。
特
に
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
接
続
は
、
通
信
速
度
の
ず
ば
抜
け

た
速
さ
と
安
さ
が
人
気
で
、
近
い
将
来
、
ご

加
入
者
の
約
半
数
は
利
用
し
て
く
だ
さ
る
こ

と
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

当
社
の
番
組
は
、
兵
庫
県
は
も
と
よ
り
関
西

に
お
い
て
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
チ
ャ
ン
ネ
ル

ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
（
全
妬
チ
ャ
ン
ネ
ル
ー
神
戸

局
）
を
誇
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
加
入
者
へ
の

サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
充
実
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
現
在
、
５
と
９
の
２
チ
ャ
ン
ネ

ル
を
自
主
制
作
し
て
お
り
、
番
組
内
で
は
神

戸
市
の
行
政
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
身
近
な

役
立
つ
情
報
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

の
歴
史
な
ど
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
て
い
ま
す
。

当
社
で
は
昨
年
７
月
よ
り
大
幅
な
組
織
政
．

毎
月
２
週
間
ご
と
に
更
新
す
る
看
板
番
組

「
Ｊ
１
パ
ラ
ダ
イ
ス
ー
神
戸
・
芦
屋
」
で
は
、

話
題
の
店
や
商
品
、
地
元
の
企
業
や
人
、
町
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5０

た
時
代
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
バ
ン
ド
を
結
成
し
歌

手
と
し
て
舞
台
に
立
つ
一
方
で
、
「
グ
レ
ー
ト
・
ブ

ル
ー
」
の
安
藤
義
則
さ
ん
ら
と
と
も
に
知
的
障
害

者
の
施
設
を
訪
ね
、
音
楽
を
通
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
も
精
力
的
に
行
っ
て
い
た
。

震
災
の
年
の
秋
に
三
○
周
年
を
迎
え
よ
う
と
い

う
矢
先
、
店
が
全
壊
。
「
ピ
リ
オ
ド
を
打
と
う
と
し

て
い
た
時
だ
っ
た
の
で
ふ
ん
切
り
が
つ
き
ま
し

た
」
。
と
話
す
が
、
そ
の
シ
ョ
ッ
ク
は
大
き
く
、
以

来
声
を
出
せ
な
い
日
が
続
い
た
。
次
第
に
自
室
に

引
き
こ
も
り
が
ち
に
な
る
衣
里
さ
ん
を
心
配
し
た
、

お
嫁
さ
ん
の
秋
咲
子
さ
ん
が
、
初
め
て
入
っ
た
書

＃
膳

斎
の
机
の
上
に
落
し
い
三
塁
の
原
稿
が
重
ね
ら
れ
て

い
る
の
を
見
つ
け
た
。
そ
れ
ら
を
秋
咲
子
さ
ん
が

内
緒
で
出
版
社
に
送
っ
た
の
が
デ
ビ
ュ
ー
の
き
っ

か
け
。
「
書
く
こ
と
が
こ
れ
か
ら
の
衣
里
さ
ん
の
道

だ
Ｉ
う
て
、
閃
い
た
ん
で
す
」
と
秋
咲
子
さ
ん
。

現
在
、
秘
書
と
し
て
衣
里
さ
ん
を
支
え
て
い
る
。

い
ま
、
作
家
と
し
て
新
た
な
人
生
の
一
歩
を
踏

み
出
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
決
し
て
一
か
ら
の

出
発
で
な
く
、
こ
れ
ま
で
の
人
生
を
土
台
に
し
た

確
か
な
出
発
で
あ
る
。
〈
宇
都
宮
〉

申谷衣t里

＊『愛と哀しみの落日』は４月28日発売。次作､長篇『恋すてふ』の出版も決まっている。
なお、５月22日には関西での出版記念パーティーが甲子園都ホテルにて行われる予定。

こ
の
春
、
文
芸
社
よ
り
処
女
作
『
愛
と
哀
し
み

の
落
日
』
を
上
梓
し
た
。
神
戸
を
舞
台
に
、
男
と

女
、
大
人
の
恋
と
別
れ
の
情
景
を
描
い
た
四
遍
。

「
ず
っ
と
小
説
を
書
い
て
た
な
ん
て
誰
に
も
話
し
た

こ
と
な
か
っ
た
ん
で
す
」

以
前
の
一
肩
書
き
は
、
ト
ア
ロ
ー
ド
、
北
野
に

「
サ
ン
ト
ノ
ー
レ
」
と
い
う
老
舗
を
経
営
す
る
オ
ー

ナ
ー
。
故
遠
藤
周
作
さ
ん
が
名
付
け
た
と
い
う
店

名
が
あ
ら
わ
す
よ
う
に
、
文
筆
家
、
文
化
人
と
の

交
流
も
多
く
、
喫
茶
店
、
ブ
テ
ィ
ッ
ク
を
経
営
し

プ１種

作
家
と
し
て
の
新
た
な
出
発

』錘
司

イ

瀞

■

）嘘

2１

爵喧

ERﾉＮＡＫＡ７：ＡＮｌ

<作家〉

右）撮影／森田篤志

。

塁三豊＝
牢司叫＝＝

ザ

。
、

西宮市自宅にて。衣里さんと秋咲子さん

jＮｉ鐸
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心
の
解
放
を
も
と
め
て

m

ｈ勺

Ｌ

５

ＪＵＮＫＡＷＡＫＡ/Ｗ

<日本基督教団東神戸教会牧師〉

東神戸教会にて撮影／森田篤志

御
影
に
あ
る
東
神
戸
教
会
に
赴
任
し
て
き
た
の

が
震
災
の
二
年
後
。
自
分
の
育
っ
た
京
都
と
は
違

う
「
都
」
に
憧
れ
の
よ
う
な
感
情
を
も
ち
、
復
興

の
た
め
に
何
か
や
ろ
う
と
い
う
意
欲
と
と
も
に
、

そ
の
使
命
や
責
任
の
重
さ
を
感
じ
て
い
た
。

二
年
前
か
ら
宣
教
活
動
に
プ
ラ
ス
し
て
、
教
会

を
拠
点
と
し
た
六
○
ｍ
ｍ
三
ｍ
閉
○
コ
○
一
『
（
神
戸
マ
ス
ク

ワ
イ
ア
）
を
立
ち
上
げ
て
ゴ
ス
ペ
ル
の
指
導
に
あ

た
っ
て
い
る
。
「
ア
メ
リ
カ
で
は
牧
師
が
ギ
タ
ー
を

弾
い
て
歌
う
の
は
当
た
り
前
で
す
が
、
日
本
で
は

ま
だ
珍
し
が
ら
れ
ま
す
」
。
今
年
の
二
月
に
は
一
万

人
の
第
九
の
向
こ
う
を
張
っ
て
「
７
０
０
人
の

○
コ
》
工
山
で
逗
口
里
」
と
題
す
る
ゴ
ス
ペ
ル
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
い
た
。
こ
れ
は
東
灘
区
区
政
五
○
周
年
復

興
記
念
事
業
の
一
つ
「
夢
実
行
コ
ン
ク
ー
ル
」
に

応
募
し
優
秀
企
画
賞
に
輝
い
た
も
の
。
企
画
運
営

実
行
に
わ
た
る
す
べ
て
を
自
分
た
ち
で
行
っ
た
。

流
行
り
や
格
好
良
さ
だ
け
で
ゴ
ス
ペ
ル
を
歌
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
。
白
人
に
迫
害
さ
れ
、
奴
隷

と
し
て
強
制
労
働
を
強
い
ら
れ
た
ア
フ
ロ
ア
メ
リ

カ
ン
た
ち
の
歴
史
を
知
り
、
彼
ら
を
勇
気
づ
け
た

音
楽
と
し
て
生
ま
れ
た
ゴ
ス
ペ
ル
を
理
解
す
る
こ

と
に
重
き
を
置
い
て
い
る
。
「
海
の
向
こ
う
で
抑
圧

さ
れ
て
い
た
人
々
に
生
き
る
希
望
を
与
え
た
音
楽

で
す
か
ら
、
今
の
日
本
で
も
病
ん
で
い
る
人
々
の

心
を
癒
す
こ
と
が
で
き
る
は
ず
」

現
在
は
コ
ン
サ
ー
ト
主
体
で
は
な
く
、
教
会
や

骨
髄
バ
ン
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
で

歌
う
こ
と
が
多
い
。
「
歌
う
こ
と
で
ま
ず
自
分
た
ち

の
心
が
解
放
さ
れ
ま
す
。
い
い
意
味
で
の
素
人
臭

さ
は
な
く
し
た
く
な
い
で
す
ね
」
〈
前
田
〉
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←神戸に新たな音楽シー

ンが郁牛

インターナショナルＣＤ

ストアチェーンのＨＭＶ

神戸店が｢ＨＭＶ三宮｣と
してセンター街のＥ､１．丁

ビル地下１階に４月21日

にオープン。関西では最

大の売場面積とフルジャ

ンルの品揃えの豊富さを

ほこる（左が高岡淳人店

長、中央はポール・デゼ

ルスキー代表取締役社長）

弾

ＭＯＴＯＭＡＣＨｌＬＡＬＵＣＥ

蕊１

→元町商店街に「光と希望』の花が咲く

３月24日、元町一番街のガラスアーチと、花々のガラスアー

トがきらめく舗道が完成。テープカットの後、元町一番街辻

理事長、蓮池副理事長、ガラス造形家三浦啓子さんらも加わ

り、完成パレードで舗道の渡り初め（写真左）

↓春の訪れとともに「神戸らん展昌□ＣＤ」開催

３月28日から４月2日まで、「神戸らん展」が神戸国際展示場

で開かれた。コンテストのほかにも、和紙のちぎり絵展や兵

庫県いけぱな協会の展示なども開かれ、話題を集めた

１，，．．｜Ｉ。

一
空

一
戸蕊：胤胤

↓鈴木敏璽雇Ｇａｌｌａｒｙ調で

三木市に住む抽象画家の鈴木敏堕

さんが古稀を迎え、若々しいモダ

ーンアートを披露した（３月９日

～１４日）

＃

ｒ
㈹

Ⅱ

;AII

ｍＷＭ芭脚QEpNILfA1

)(’

モーーーニ

罫１．対＝ｆ－ｌＩー 一‘'.．ー･ー ，

樵IJIIl紺

１
１
、

和子さん（祝賀会にて）
弄伽

。

［浄基Z垂超号浄句

＄ ｎ側Ｐ砿。ＢＥコウベズナッブ

←左から上川さん、衆議院議員・

滝実さん、福田さん、司会の村上
諮更

↓
パ
リ
に
生
き
た
抽
象
画
家
「
菅
井
汲
展
」

４
月
８
日
か
ら
兵
庫
県
立
近
代
美
術
館
で
、
１
９
１
９
年
神
戸
で
生
ま
れ
、
パ
リ
で
抽
象
画
家
と
し
て
一
世
を
風
廃
、
１
９
９
６
年
帰
国
中
に
神

戸
で
急
死
し
た
菅
井
汲
の
回
顧
展
が
開
か
れ
た
。
写
真
上
は
開
会
式
、
写
真
中
は
菅
井
夫
人
を
囲
ん
で
、
写
真
下
は
作
品
群
（
６
月
４
日
ま
で
）

→↓上川岸＝則･福田太加

志写真展｢ノルウェー紀行」

元神戸市消防局長・上川庄

二郎さんと福田太加志さん

の写真展「ノルウェー紀行」

が神戸市青少年科学館で開

催。上川さんの「極地の国

の福朴自家ノルウェーに学

ぶ」の出版とあわせて３月
18日祝賀会を開いた

一

口国塵僅
ぷ」

１８日

■ ■一
や
０
。
辺
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一

↓
お
め
で
と
う
深
川
和
美
さ
ん

声
楽
家
深
川
和
美
さ
ん
の
神
戸
市
文
化
奨
励
賞
受

賞
の
お
祝
い
パ
ー
テ
ィ
が
３
月
”
日
リ
ン
ズ
ギ
ャ

ラ
リ
ー
で
開
か
れ
た

ロ
剛腫

牲

『

､～
匂

割
ロ
ー
迩
認

虻

_〆雀

識：

＝

↑
↓
明
石
城
巽
櫓
、
坤
櫓
、

震
災
か
ら
よ
み
が
え
る

大
震
災
で
崩
れ
た
国
指
定

重
要
文
化
財
の
明
石
城
、

巽
・
坤
の
両
櫓
と
白
土
壁

が
、
３
月
Ⅲ
日
美
し
く
よ

み
が
え
っ
た
。
姫
路
城
と

姉
妹
城
に
な
る
明
石
市
民

の
シ
ン
ボ
ル
は
、
な
ん
と

伏
見
城
（
慶
畿
大
地
震
で
崩

壊
）
か
ら
移
さ
れ
た
と
い
う
。

完
成
式
当
日
は
獅
子
舞
い

の
披
露
も
（
写
真
下
右
）

＃＃
n
hlb
n
hlb
n
hlb

1１1１

内童

認
・
し
ぎ
『
た
．

.．罰

↑『水の科学博物館」リニューアルオープン
４月２日平野の「水の科学博物館」に“神戸水道発祥の地”碑

が誕生｡博物館もリニューアル。この日は市内の小学生も招待
され、水のふしぎを楽しく学んだ

一
》

一
溺
卿
ｖ
塵

二号ニ

ミ:Ｉ

↑
神
戸
に
さ
さ
げ
た
生
涯
Ｉ
故
・
宮
崎
辰
雄
前
神
戸
市
長
葬

「
神
戸
市
は
神
戸
市
民
の
た
め
に
あ
り
、
市
政
は
神
戸
市
民
と
と
も
に
歩
む
べ
き
も
の
」
。
昭
和
ね
年
か
ら
平
成
元
年
ま
で
市
政
で
働
い
た

宮
崎
さ
ん
と
の
お
別
れ
会
は
、
神
戸
文
化
ホ
ー
ル
で
４
月
８
日
に
開
か
れ
た
。
栗
原
小
巻
さ
ん
の
弔
辞
（
写
真
上
）
と
音
楽
葬
（
写
真
中
）

は
感
動
的
。
写
真
下
は
新
野
幸
次
郎
実
行
委
員
会
委
員
長
と
ご
遺
族

鱗
瀞
、
｜
‐
鯛
蝋
蝿
懲
総
ｉ
《
凱
蟻
傾
言
》
壷

胃「-ｆ
ｌｉｉ』、

慰『霊

↑
櫓
の
前
で
。
大
和
松
蒔
さ
ん
、
井
藤
圭
端
さ
ん

ｙEｑ

5頭Ｉ

眉 コウベズナップ３，，Ｆ◎ '３【』

ﾄﾖ

鞠蟻悪盤
繍塞塞塞署
］‐‐~~~‘

←↓懐かしの佐治敬三さん「ローハイド」石きく会

お酒を愛し音楽を楽しみ、絵画を文学を語り、大阪を

愛したサントリーの故・佐治敬三会長をしのぶ会が、

３月23日ホテル阪急インターナショナルで開催。写真

左は安藤忠雄氏、写真右はバスケットボール部の面々

・
鯉
霧

霞

番

五
一
《
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今

神戸決戦鯉バー 記念競鵡
日本代表ＶＳ中国代表

蕊
Ｐ
●

日
本
と
韓
国
で
共
同
開
催
さ
れ
る
、
２
０

０
２
年
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
向
け

て
、
３
月
朽
日
午
後
７
時
、
神
戸
総
合
運
動

公
園
ユ
ニ
バ
ー
記
念
競
技
場
に
て
、
日
本
代

表
対
中
国
代
表
戦
が
キ
ッ
ク
オ
フ
さ
れ
た
。

神
戸
で
は
、
１
９
９
６
年
伯
月
以
来
の
国
際

Ａ
マ
ッ
チ
で
、
ス
タ
ン
ド
は
４
万
人
の
熱
き

サ
ポ
ー
タ
ー
達
で
埋
め
尽
く
さ
れ
た
。

今
回
の
ゲ
ー
ム
は
、
世
界
で
活
躍
中
の
中

田
・
名
波
・
城
を
召
集
し
、
五
輪
代
表
メ
ン

バ
ー
の
中
村
・
小
野
・
稲
本
ら
も
加
わ
り
、

最
強
の
布
陣
と
な
っ
た
。
中
田
を
中
心
と
し

た
、
中
盤
か
ら
の
パ
ス
や
、
フ
リ
ー
キ
ッ
ク

な
ど
の
多
彩
な
攻
撃
に
、
ス
タ
ン
ド
か
ら
大

き
な
歓
声
が
わ
き
あ
が
る
さ
ま
は
、
早
く
も

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
開
催
中
か
と
思
う
ほ
ど
。

試
合
終
了
間
際
に
カ
ズ
が
投
入
さ
れ
、
驚
き

と
喜
び
で
ス
タ
ン
ド
中
が
ど
よ
め
き
た
っ
た
。

試
合
は
残
念
な
が
ら
０
１
０
の
引
き
分
け

だ
っ
た
が
、
終
始
日
本
が
ゲ
ー
ム
を
支
配
し
、

と
て
も
内
容
の
あ
る
戦
い
を
見
せ
て
く
れ
た
。

試
合
終
了
後
、
闘
志
む
き
出
し
プ
レ
ー
の
中

山
は
「
勝
つ
た
め
に
ピ
ッ
チ
に
立
っ
た
の
だ

が
」
と
、
と
て
も
悔
し
そ
う
に
し
て
い
た
。

こ
こ
神
戸
で
も
、
御
崎
公
園
ス
タ
ジ
ア
ム

（
仮
称
）
で
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー
の

試
合
が
開
催
さ
れ
る
。
そ
れ
に
向
け
て
、
神

戸
の
サ
ッ
カ
ー
熱
も
徐
々
に
盛
り
上
が
り
を

見
せ
て
い
る
。
大
会
の
成
功
を
願
っ
て
。

〈
大
原
宇
勉
〉

や

ベネチア仕込みの鋭いドリブルを見せる名波稲本ら若ぃ世代の台頭も（写真上）

スペインの熱い血を感じさせる城（写真下） 5４

､■

竃

瞳Ｉ

べ２．－ミ

リ'ｉ

●
可
心

’
一
、
乱

'蕊
典

神戸で４年ぶり１

国際Ａマッチサッカー

典

篭
。

←

合

伊
〆
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０
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賎
画
４

《ｊ
《
》
》
勺

』
了
詮

｢チャンスは多かった｜と中田。2002年に期待がかかる

匹
坤

一
『
《
》
｝
誌
『

．
ｆ
軽
画嘩
６
Ｋ

刃

』 = 巳▲ lｉ

、

河
口
″
ｆ
ｊ

6

：Ｌｉ５
‐‐』．司一

k

’

撮
影
／
米
田
英
男

チーム最年長となっても精力的なカズ

一
一震

懲 蕊

日本代表の要・中田は絶妙なパスを連発し、会場を沸かせた
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百
年
史
編
纂
の
お
話
が
で
た
の
は
、
十
数
年
前
の
こ
と
で

し
た
。
神
戸
開
港
以
来
、
華
僑
は
す
で
に
百
十
数
年
こ
の
地

に
居
住
し
、
神
戸
華
僑
に
つ
い
て
の
史
料
は
若
干
あ
り
ま
す

が
、
神
戸
華
僑
の
歴
史
を
体
系
的
に
書
い
た
書
物
は
ま
っ
た

く
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
社
団
法
人
中
華
会
舘
と
と
も
に
、

編
纂
委
員
会
を
組
織
し
、
中
国
や
華
僑
に
つ
い
て
専
門
的
に

研
究
さ
れ
て
い
る
諸
先
生
方
の
ご
協
力
を
え
て
、
長
い
年
月

を
か
け
て
編
纂
、
今
年
二
月
に
、
神
戸
華
僑
と
神
阪
中
華
会

舘
の
百
年
史
「
落
地
生
根
」
の
出
版
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

執
筆
に
あ
た
り
、
ま
ず
そ
の
史
料
を
集
め
る
の
に
奔
走
し

ま
し
た
。
神
戸
空
襲
、
神
戸
大
水
害
、
ま
た
阪
神
・
淡
路
大

震
災
で
の
史
料
の
損
失
、
そ
し
て
華
僑
の
諸
先
輩
方
も
、
多

数
物
故
さ
れ
て
お
り
、
大
変
苦
労
を
い
た
し
ま
し
た
。

神
阪
中
華
会
舘
の
百
年
の
あ
ゆ
み
は
、
す
な
わ
ち
神
戸
華

僑
の
あ
ゆ
み
で
も
あ
り
ま
す
。
「
落
地
生
根
」
ｌ
そ
の
地
に
落

ち
、
根
を
生
や
す
、
住
み
着
く
と
い
う
こ
と
で
す
ｌ
は
、
華

僑
の
先
誰
た
ち
の
苦
労
や
、
政
変
等
に
よ
る
当
時
の
複
雑
な

思
い
を
、
次
世
代
に
分
か
っ
て
い
た
だ
け
る
内
容
と
も
な
っ

て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
日
本
の
友
人
の
皆
様
に
も
、
華
僑

に
つ
い
て
多
少
な
り
と
も
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま

す
。
〈
編
纂
委
員
長
唐
永
年
〉

、

Ｂ‐、

5６

』F

i:iＩ
ｑ

編
纂
委
員
写
真
後
列
右
か
ら
／
淋
賢
徳
・
曽
士
才
（
法
政
大
学
国
際
文
化

学
部
教
授
）
・
林
聖
福
・
李
容
明
・
暦
永
年
・
孫
喜
生
・
劉
荊
華
（
編
纂

委
員
会
事
務
局
）
前
列
右
か
ら
／
河
清
宏
・
洲
脇
一
郎
（
神
戸
市
教
育
委

員
会
総
務
部
主
幹
）
・
安
井
三
吉
（
神
戸
大
学
国
際
文
化
学
部
教
授
）
・

王
柏
林
・
陳
来
幸
（
神
戸
商
科
大
学
商
経
学
部
助
教
授
）
・
過
放
（
龍
谷

大
学
非
常
勤
講
師
）

（
欠
席
／
文
啓
財
・
李
寓
之
・
楊
錦
華
）

園
連
絡
先
／
社
団
法
人
中
華
会
舘

神
戸
市
中
央
区
下
山
手
通
２
．
個
・
９

Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
７
８
ｏ
３
９
２
ｏ
２
７
１
１

戸

ある集い☆社団法人中華会舘
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鶏：奉
儲

親善日華青少年野

ロ
一
声
一

ロ
一
声
一

5７

歓迎

Ｉ

,縛噂
啓｣憲・,、
、息･卿戸矧"…１－

ｍ凄『

『鞄

蝉

Ｌ
声
晦
幸

"ガンバレ台湾,，

玉|際仁

昨
年
九
月
二
十
一
日
、
Ｍ
、
７
．
７
と
い
う
大
地
震
が
台
湾

中
部
を
襲
い
ま
し
た
。
災
難
を
受
け
ら
れ
た
人
々
に
何
か
元

気
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
と
、
数
名
の
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
会
員
が
言
い
出
し
ま
し
た
。
こ
の
会
話
は
あ
っ
と
い
う

間
に
神
戸
第
二
分
区
、
会
員
三
六
○
人
の
意
志
と
し
て
広
が

り
〃
ガ
ン
バ
レ
台
湾
〃
親
善
日
華
青
少
年
野
球
大
会
草
案
が

昨
年
暮
に
は
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。
台
湾
の
被
災
地
の
少
年

野
球
四
チ
ー
ム
（
約
百
名
）
を
日
本
へ
招
待
し
、
日
本
の
チ

ー
ム
と
親
善
試
合
を
行
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

目
的
は
㈲
「
心
の
ケ
ア
」
震
災
に
よ
る
心
の
痛
手
を
少
し
で

も
慰
め
て
あ
げ
よ
う
。
口
「
心
の
交
流
」
同
世
代
の
少
年
な
ど

と
の
国
際
理
解
。
㈲
青
少
年
な
ど
に
心
に
残
る
思
い
出
を
作

り
将
来
の
国
際
親
善
に
役
立
て
て
も
ら
お
う
の
三
つ
で
す
。

好
天
に
恵
ま
れ
、
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
神
戸
の
サ
ブ
球

場
に
て
、
二
日
間
に
八
ゲ
ー
ム
の
白
熱
し
た
好
試
合
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
来
日
少
年
た
ち
を
一
番
喜
ば
せ
た
の
は
、
ス
タ

ジ
ア
ム
の
大
観
衆
の
中
で
プ
ロ
の
選
手
に
よ
る
シ
ー
ト
ノ
ッ

ク
な
ど
の
練
習
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
、
そ
の
後
、
プ

ロ
野
球
公
式
戦
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ゲ
ー
ム
を
観
戦
で
き
た
こ

と
で
し
た
。
人
気
歌
手
ビ
ビ
ア
ン
・
ス
ー
さ
ん
の
始
球
式
の

球
を
受
け
た
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
も
衝
撃
的
な
思
い
出
で
あ
っ
た

ろ
う
と
思
い
ま
す
。
四
月
二
日
の
送
別
会
で
は
三
○
○
人
の

関
係
者
が
一
堂
に
会
し
、
す
っ
か
り
仲
良
く
な
っ
た
両
国
の

少
年
た
ち
が
テ
ー
ブ
ル
を
囲
み
多
い
に
歓
談
？
し
て
い
る
様

子
は
た
い
へ
ん
微
笑
ま
し
い
風
景
で
あ
り
、
こ
の
大
会
の
成

果
を
物
語
っ
て
お
り
ま
し
た
。

日
華
両
国
の
方
々
の
ご
協
力
を
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

〈
大
会
会
長
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
二
六
八
○
地
区
神
戸
第
二
分

区
代
理
山
崎
良
麿
・
ホ
ス
ト
ク
ラ
ブ
神
戸
ハ
ー
バ
ー
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
長
鍋
島
俊
樹
・
大
会
実
行
委
員
長
迫

田
孝
二
〉

■
問
い
合
わ
せ
／
神
戸
ハ
ー
バ
ー
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
事
務
局

神
戸
市
中
央
区
東
川
崎
町
１
．
３
．
５

神
戸
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
・
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
８
Ｆ

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
８
．
３
６
２
．
２
６
９
２

ロ
一
声
一
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麹
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乾
杯
は
吉
本
晴
彦
氏

⑪２０００年ミレニアムの春に集う

ＫＯＢＥＣＣＯ祭り盛大に
月刊神戸つ子39周年記念パーティー

桜の花も満開の４月１０日、小誌創刊39周年を記念して「神戸つ子祭り」
戸にて華やかに開かれた。文化賞「神戸っ子賞」「ブルーメール賞」の＃

っ子祭り」がホテルオークラ神

ﾙ賞」の授賞式も行われ、ゲス

イムでは会場は大いに盛り上が卜にペギー葉山さんを迎えたシ

リ、なごやかなひとときを過ご

ヨータ

』

鰯
した。

画
■
巳

’
画
罰
■
画
可

寺

』

億

『yii 目歩

貝原知事（右）の祝辞。左は佐井と小泉

O名大交流ＨＯ：

寺

』

5８

「
神
戸
っ
子
祭
り
」
は
、

異
空
間
？
上
村
亮
太
〈
美
術
家
〉

私
は
晴
れ
が
ま
し
い
場
所
が
苦
手
で
、
こ

れ
ま
で
パ
ー
テ
ィ
ー
に
出
席
す
る
こ
と
も
ほ

と
ん
ど
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
こ
の
度
、
初

め
て
神
戸
っ
子
祭
り
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
、
神
戸
っ
子
祭
り

は
、
と
て
も
不
思
議
な
体
験
で
し
た
。
ま
ず
、

様
々
な
分
野
の
た
く
さ
ん
の
人
が
出
席
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
驚
き
、
そ
し
て
、
ド
ラ
の
音

が
鳴
り
響
き
、
サ
ン
バ
や
コ
ン
サ
ー
ト
の
宴

も
た
け
な
わ
に
な
っ
て
く
る
頃
に
は
、
ま
る

で
フ
エ
リ
ー
ニ
の
映
画
を
見
て
い
る
よ
う
な
、

不
思
議
な
感
覚
す
ら
覚
え
て
き
ま
し
た
。
き

っ
と
、
一
人
の
人
を
大
事
に
さ
れ
て
き
た
年

月
が
あ
れ
ば
こ
そ
、
こ
の
、
不
思
議
で
確
か

な
、
人
々
の
繋
が
り
の
空
間
で
あ
る
「
神
戸

っ
子
祭
り
」
を
創
り
出
せ
る
の
だ
ろ
う
な
あ

と
、
改
め
て
感
じ
る
と
と
も
に
、
な
に
か
が

生
ま
れ
そ
う
な
場
所
で
も
あ
る
の
だ
ろ
う
な

あ
、
と
感
じ
ま
し
た
。

と
き
め
き
の
渦

由
良
佐
知
子
〈
詩
人
〉

花
雨
の
中
を
集
い
来
る
人
々
の
と
き
め
き

は
、
さ
ざ
な
み
の
よ
う
に
会
場
を
満
た
す
。

ド
ラ
の
音
と
、
上
甲
裕
久
さ
ん
、
久
保
佳
子

さ
ん
の
軽
や
か
な
舞
で
宴
は
始
ま
っ
た
。
兵

庫
県
知
事
・
貝
原
俊
民
氏
、
神
戸
っ
子
賞
を

受
賞
さ
れ
た
新
野
幸
次
郎
氏
ら
の
和
や
か
な

笑
顔
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
続
く
。

春
の
祭
り
は
い
い
。
待
ち
わ
び
た
桜
に
今
年

識
畠＝

ド
ラ
を
叩
く
角
本
稔
さ
ん

ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸
の
石
末
篭
治
さ
ん

Ｑ

■

『
主

§

鷹
Ｉ
＃

山
下
助
役
（
左
）
と
中
西
勝
画
伯

（
左
）
と
松
本
勝
利
さ
ん 鱗
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上村亮太さん 由良佐知子さん

基

由良佐知子さん

も
会
え
た
喜
び
を
、
隣
り
に
い
る
人
に
伝
え

た
い
。
そ
ん
な
気
持
ち
が
う
ね
っ
て
祭
り
に

な
る
。
震
災
の
あ
と
、
信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど

の
力
で
蘇
っ
た
街
を
、
陰
で
支
え
あ
っ
た
人

た
ち
だ
か
ら
。
そ
れ
ぞ
れ
が
異
な
る
分
野
に

励
み
な
が
ら
、
さ
ら
に
引
き
合
う
。
「
神
戸
っ

子
祭
り
」
は
そ
ん
な
場
所
を
な
が
く
創
っ
て

き
た
。
シ
ョ
ー
タ
イ
ム
の
ペ
ギ
ー
葉
山
さ
ん
の
歌
と

秋
満
義
孝
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
は
、
「
懐
か
し
い
あ

の
頃
」
に
引
き
戻
す
。
変
わ
ら
ぬ
歌
唱
力
に

聞
き
惚
れ
る
。
ご
両
親
に
ま
つ
わ
る
神
戸
の

想
い
出
の
箱
を
そ
っ
と
開
く
美
し
い
人
。

一
転
し
て
画
家
た
ち
が
登
場
す
る
。
舞
台
の

女
性
た
ち
が
支
え
持
つ
大
き
な
紙
に
、
一
気

に
ミ
ュ
ー
ズ
を
描
く
と
い
う
の
だ
。
線
が
走

る
と
、
伸
び
や
か
な
肢
体
が
躍
動
す
る
。
奇

抜
さ
の
中
に
神
戸
の
粋
が
香
る
。

な
る
ほ
ど
、
神
戸
は
な
ん
で
も
似
合
っ
て
し

ま
う
街
な
の
だ
。
明
る
い
日
差
し
に
光
る
海

も
、
空
と
区
別
の
つ
か
な
い
鈍
色
の
海
も
。

い
ろ
い
ろ
な
人
が
さ
ざ
な
み
混
じ
り
合
っ
て
、

自
ら
を
輝
か
せ
る
。
そ
ん
な
渦
を
「
神
戸
っ

子
」
は
海
の
底
か
ら
お
こ
し
て
き
た
。
文
学

の
畑
の
片
隅
で
一
輪
、
私
は
多
く
の
人
に
支

え
ら
れ
小
さ
な
花
を
開
か
せ
て
も
ら
っ
た
。

演
劇
、
音
楽
、
映
画
、
美
術
な
ど
が
若
い
世

代
に
も
、
も
っ
と
近
づ
く
街
を
願
っ
て
い
る
。

久
し
ぶ
り
の
神
一
戸

ペ
ギ
ー
葉
山
〈
歌
手
〉

久
し
ぶ
り
の
神
戸
に
は
、
震
災
後
の
著
し
い

復
興
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

林裕夫人の恵理さん

屑ロ

Ｗ

上甲裕久さん

5９
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趣
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．
、
１
Ｊ
・
ノ

ー、
糾
塑

f』

！
吉本晴彦さんの乾杯の音頭

’ｒ里】 ■

(財)神戸ファッション協会専務理車の溌野亜召さん

L‐
全一

L‐
全一

』

1審iＩ
ヨ
ー

『
■

一
』

ペギー葉山さん〈右）と秋満義孝さん

F面”「

熱唱するペギー葉山さん熱唱するペギー葉山さん

も
会
え
た
喜
び
を
、
隣
り
に
い
る
人
に
伝
え

た
い
。
そ
ん
な
気
持
ち
が
う
ね
っ
て
祭
り
に

な
る
。
震
災
の
あ
と
、
信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど

の
力
で
蘇
っ
た
街
を
、
陰
で
支
え
あ
っ
た
人

た
ち
だ
か
ら
。
そ
れ
ぞ
れ
が
異
な
る
分
野
に

励
み
な
が
ら
、
さ
ら
に
引
き
合
う
。
「
神
戸
っ

子
祭
り
」
は
そ
ん
な
場
所
を
な
が
く
創
っ
て

き
た
。
シ
ョ
ー
タ
イ
ム
の
ペ
ギ
ー
葉
山
さ
ん
の
歌
と

秋
満
義
孝
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
は
、
「
懐
か
し
い
あ

の
頃
」
に
引
き
戻
す
。
変
わ
ら
ぬ
歌
唱
力
に

聞
き
惚
れ
る
。
ご
両
親
に
ま
つ
わ
る
神
戸
の

想
い
出
の
箱
を
そ
っ
と
開
く
美
し
い
人
。

一
転
し
て
画
家
た
ち
が
登
場
す
る
。
舞
台
の

女
性
た
ち
が
支
え
持
つ
大
き
な
紙
に
、
一
気

に
ミ
ュ
ー
ズ
を
描
く
と
い
う
の
だ
。
線
が
走

る
と
、
伸
び
や
か
な
肢
体
が
躍
動
す
る
。
奇

抜
さ
の
中
に
神
戸
の
粋
が
香
る
。

な
る
ほ
ど
、
神
戸
は
な
ん
で
も
似
合
っ
て
し

ま
う
街
な
の
だ
。
明
る
い
日
差
し
に
光
る
海

も
、
空
と
区
別
の
つ
か
な
い
鈍
色
の
海
も
。

‘暁，

〆ル

－|Eｍ

所

‘暁，

〆ル

』｡

｜ｉ'’１１
新野幸次郎さん（左）と田端基宏さん新野幸次郎さん（左）と田端基宏さん 上村亮太さん

林裕夫人の恵理さん財)神戸ファッション協会専務理車の溌野亜召さん 上甲裕久さん林裕さん（右）と司会の村上和子さん
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ｂ
＃

Ｉ

証Ｉ

、２．．．年ミレニアムガ霧に其

ＫＯＢＥＣＣＯ
月刊神戸っ子9ｓ周年配念バーラ

桜
と
雨
の
４
月
加
日
。
神
戸
っ
子
祭
り
へ

ご
参
加
ご
協
賛
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

来
年
は
創
世
紀
。
神
戸
っ
子
も
判
周
年
で
す
。

新
し
い
神
戸
の
街
づ
く
り
に
全
力
投
球
い
た

し
ま
す
。
ご
声
援
下
さ
い
。

代
表
取
締
役
・
主
筆
小
泉
美
喜
子

「
月
刊
神
戸
っ
子
」
も
創
刊
弱
年
を
迎
え
、
私

も
何
度
か
ご
縁
が
あ
っ
て
、
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
今
回
は
ホ

テ
ル
オ
ー
ク
ラ
神
戸
の
大
宴
会
場
に
多
く
の

皆
さ
ま
の
ご
出
席
を
得
て
大
変
な
盛
り
あ
が

り
で
し
た
。

釦
分
の
シ
ョ
ー
は
私
と
し
て
は
チ
ョ
ッ
ピ

リ
物
足
り
な
さ
は
あ
っ
た
と
し
て
も
、
と
て

も
楽
し
い
雰
囲
気
の
中
で
歌
う
こ
と
が
で
き

て
幸
せ
で
し
た
。
益
々
の
皆
さ
ま
の
ご
発
展

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
歌
手
生
活
印
周
年
の
記
念
す
べ
き

年
で
、
こ
の
夏
か
ら
全
国
で
リ
サ
イ
タ
ル
を

開
き
ま
す
が
、
そ
の
ス
タ
ー
ト
が
兵
庫
地
方

か
ら
で
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
に
は
「
ペ
ギ

ー
と
歌
お
う
」
の
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
多
く
の

皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
呼
び
か
け
て
お
り
ま
す
。

記
念
す
べ
き
年
に
ま
た
、
素
敵
な
出
会
い

が
あ
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

《
ペ
ギ
ー
葉
山
リ
サ
イ
タ
ル
》

７
／
４
（
火
）
加
去
川
市
民
会
館

７
／
５
（
水
）
三
木
亜
ｘ
化
会
館

７
／
６
（
木
）
山
崎
文
化
会
館
（
宍
粟
）

７
／
７
（
金
）
西
脇
市
民
会
館

７
／
８
（
土
）
明
石
市
民
会
館

７
／
９
（
日
）
姫
塗
巾
民
会
館

や
っ
た
１
１
．

ビ
ー
ル
の
早
飲
み
一
等
賞
の
西
正
興
さ
ん

雪
需
岬
識
》
蝿
》
岬
岬
》
州
峠
痔

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
大
会
は
じ
ま
り
は
じ
ま
り

宮ｳｻ

浜
本
律
子
さ
ん
（
左
）
と
中
西
勝
画
伯

ｒ
二
■
■

爵
１

緬俺
呈か

鴎

濡調
、

と

Iｆ
需看

謹
睦

醐

＝Ｌ

も

同患ｉ
㎡

丹
野
最
世
子
さ
ん
（
左
）
と
村
上
美
穂
さ
ん

、

ＺＪＵ
か皇

印可

§圏
Ｉ

野良iｌ

､6罵勘管陽炎

｡己ＱＯＯ年ミレニアムの石に鰻う

ＫＯＢＥＣＣＯ祭り
間判輔戸。手写３画年狸念パーティ
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戸
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王
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て
人
々
の
雑
踏
が
絶
え
な
い
、
素
晴

ら
し
い
賑
わ
い
の
風
景
で
あ
る
。
一

時
寂
れ
た
こ
の
街
は
区
画
整
理
事
業

に
よ
り
、
道
路
と
中
央
の
広
場
が
整

備
さ
れ
た
。
広
場
に
は
中
華
風
の
四

阿
や
石
の
彫
刻
が
並
び
、
区
画
整
理

事
業
に
と
も
な
い
、
建
物
が
新
し
く

建
て
替
え
ら
れ
て
、
ま
た
若
者
た
ち

が
戻
っ
て
き
た
。
春
節
祭
な
ど
の
お

祭
り
の
龍
の
舞
は
有
名
で
あ
る
。
現

在
で
は
す
っ
か
り
神
戸
の
名
物
と
な

っ
て
い
る
Ｑ

華
僑
の
人
々
が
つ
く
っ
た
社
団
法

人
中
華
会
舘
は
、
こ
の
た
び
神
戸
開

港
か
ら
今
日
ま
で
の
華
僑
の
歴
史
を

ま
と
め
て
「
落
地
生
根
」
を
出
版
し

た
。
も
と
も
と
華
僑
の
人
々
は
財
を

成
し
、
帰
国
し
て
骨
を
故
郷
に
埋
め

る
こ
と
「
落
葉
帰
根
」
で
あ
っ
た
。

す
で
に
１
３
０
年
以
上
の
歴
史
を

も
ち
３
世
４
世
の
時
代
と
な
り
「
落

地
生
根
」
す
な
わ
ち
そ
の
土
地
に
根

を
生
や
し
、
神
戸
に
骨
を
埋
め
る
世

代
と
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
木
は
居
留
地
時
代
に
始
ま
り
、

不
幸
な
戦
争
の
時
代
を
経
て
現
代
ま

で
生
き
抜
い
た
華
僑
の
人
々
の
歴
史

で
あ
る
。
そ
れ
は
同
時
に
神
戸
の
歴

史
で
も
あ
る
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
ま

す
ま
す
国
際
港
湾
都
市
と
し
て
発
展

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
神
戸

に
と
っ
て
、
こ
の
本
は
大
切
な
示
唆

を
与
え
て
く
れ
る
。
ぜ
ひ
大
勢
の
皆

さ
ん
に
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思

う
。

神
戸
開
港
は
明
治
元
年
で
あ
り
、

開
港
を
祝
っ
て
英
国
の
旗
艦
ロ
ド
ニ

ー
号
は
祝
砲
を
撃
っ
た
。
こ
の
船
の

模
型
は
神
戸
海
洋
博
物
館
に
展
示
し

て
い
る
。
ま
た
元
町
６
丁
目
の
ア
ー

ケ
ー
ド
に
は
、
そ
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
が

ぶ
ら
下
が
っ
て
い
る
。

開
港
時
に
欧
米
列
強
国
の
人
々
と

と
も
に
当
時
清
国
人
で
あ
っ
た
華
僑

の
人
々
も
長
崎
か
ら
神
戸
に
移
り
住

ん
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
当
初
は

「
無
条
約
国
民
」
で
あ
っ
た
た
め
、
法

的
に
は
「
西
洋
人
付
属
」
の
華
僑
、

つ
ま
り
西
洋
人
の
召
し
使
い
や
使
用

人
だ
け
が
居
留
を
認
め
ら
れ
る
存
在

で
あ
っ
た
。
居
留
地
は
欧
米
列
強
国

の
対
日
条
約
国
の
み
住
め
る
場
所
で

あ
っ
た
。
中
華
街
は
居
留
地
に
隣
接

し
て
設
け
ら
れ
た
。
横
浜
の
中
華
街

は
居
留
地
で
あ
る
関
内
に
隣
接
し
て

い
る
。居
留
地
は
欧
米
の
な
か
で
も
特
に

英
国
が
い
ち
ば
ん
多
く
、
支
配
的
で

そ
の
上
良
い
場
所
を
占
拠
し
て
い
た

の
で
、
英
国
風
の
街
並
み
を
形
成
し

て
い
た
。
特
に
貿
易
・
船
会
社
・
金

融
・
保
険
を
中
心
と
す
る
業
務
地
域

を
形
成
し
て
い
る
た
め
に
文
明
開
化

の
雰
囲
気
を
伝
え
て
い
る
よ
う
で
も

あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
南
京
町
は
中

華
料
理
を
中
心
に
食
材
店
が
並
び
食

事
時
や
有
名
店
で
は
長
蛇
の
列
が
で

き
る
盛
況
を
呈
し
て
い
る
。
看
板
が

連
な
り
、
料
理
の
煮
た
の
、
揚
げ
た

の
、
美
味
な
匂
い
と
、
音
楽
、
そ
し

●
噌
龍
篭
…
‐
●

↑春節祭での龍の舞いＱ色あざやかな龍が寮

快に体を<ねらす

→いつも観光客で賑わっている南京町のメイ

ンストリート。屋台においしそうな食べ物が

並ぶ

副２

ｒ
ｊ

一
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武田則明
く建築家〉
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舗
一
伽
蕊
謂
庭
…

ｱー ､ー
叩
』

罷認｢冊

，

電電

中川倶子
く(株)アルプラン〉

↓棚のある階段・玄関ホール正面外観

●

花に囲まれたデッキスペース庭へのアプローチ

震
災
で
近
所
付
き
合
い
の
大
切
さ

を
学
ん
だ
私
た
ち
で
す
。
歩
け
る
範

囲
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
あ
る
こ
と

が
、
豊
か
な
生
活
が
で
き
る
基
本
で

す
。
昔
の
日
本
に
よ
く
あ
っ
た
縁
側

の
あ
る
住
ま
い
の
よ
う
な
、
気
軽
に

近
所
付
き
合
い
の
で
き
る
家
が
欲
し

い
と
い
う
希
望
が
増
え
て
い
ま
す
。

Ｎ
さ
ん
の
住
ま
い
に
は
仕
事
部
屋
も

あ
り
、
多
く
の
人
が
訪
問
し
や
す
い

よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
工
夫
を
し
ま
し
た
。

広
々
と
し
た
玄
関
ホ
ー
ル
に
は
、
椅

子
も
置
け
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
階
段
ま
わ
り
に
絵
と

花
が
飾
れ
る
よ
う
に
作
り
付
け
の
本

棚
を
つ
く
り
ま
し
た
。

居
間
、
食
堂
、
茶
の
間
と
３
室
が

引
き
込
み
戸
で
仕
切
ら
れ
る
よ
う
に

工
夫
を
し
、
３
部
屋
に
も
、
ワ
ン
ル

ー
ム
に
も
使
え
る
よ
う
に
配
慮
し
ま

し
た
。台
所
は
住
ま
い
の
中
心
に
置
き
、

庭
の
花
を
眺
め
な
が
ら
料
理
が
つ
く

れ
る
よ
う
に
配
慮
し
て
い
る
の
で
、

家
族
全
員
が
料
理
を
つ
く
る
よ
う
に

な
っ
た
と
Ｎ
さ
ん
は
話
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
Ｎ
さ
ん

の
住
ま
い
の
よ
う
な
、
サ
ロ
ン
が
あ

れ
ば
近
所
付
き
合
い
が
楽
し
く
な
る

で
し
ょ
う
。
今
後
も
こ
う
し
た
住
ま

い
を
設
計
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

震
災
後
、
竣
工
し
た
Ｎ
さ
ん
の
住

ま
い
は
花
と
緑
を
中
心
と
し
た
住
ま

い
で
す
。

Ｎ
さ
ん
の
敷
地
は
傾
斜
地
の
た
め
、

庭
の
南
側
は
高
さ
１
メ
ー
ト
ル
の
隣

家
の
擁
壁
が
迫
っ
て
い
ま
す
。
普
通

に
考
え
れ
ば
居
間
・
食
堂
を
東
西
へ

一
直
線
に
揃
え
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、

そ
れ
で
は
壁
を
見
な
が
ら
の
生
活
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
ダ

イ
ニ
ン
グ
と
リ
ビ
ン
グ
を
斜
め
に
ふ

り
、
西
側
の
花
埋
や
道
路
へ
視
界
へ

広
が
る
よ
う
に
配
置
し
た
ほ
か
、
デ

ッ
キ
を
設
け
て
庭
と
部
屋
の
間
を
気

軽
に
出
入
り
が
で
き
、
よ
り
庭
が
身

近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
周
辺
の
人
た
ち
に
楽
し
ん

で
も
ら
え
る
「
見
せ
る
庭
」
を
創
り

出
す
た
め
に
、
道
路
側
の
既
存
の
擁

壁
を
壊
し
、
道
路
に
面
し
て
レ
ン
ガ

の
花
壇
を
新
た
に
つ
く
り
ま
し
た
。

そ
の
ス
ペ
ー
ス
分
だ
け
フ
ェ
ン
ス
の

代
わ
り
の
ト
レ
リ
ス
を
セ
ヅ
ト
バ
ッ

ク
さ
せ
る
と
い
う
配
慮
を
し
ま
し
た
。

そ
の
せ
い
か
、
「
花
が
き
っ
か
け
で
、

見
知
ら
ぬ
人
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
る

こ
と
が
多
い
ん
で
す
。
花
友
達
が
た

く
さ
ん
で
き
ま
し
た
」
と
Ｎ
さ
ん
は

話
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
竣
工
後
、

お
披
露
目
の
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
パ

ー
テ
ィ
ー
を
行
い
ま
し
た
。
卵
人
ぐ

ら
い
参
加
し
た
で
し
ょ
う
か
。
震
災

後
の
久
し
ぶ
り
に
楽
し
い
パ
ー
テ
ィ

ー
で
し
た
。

玄関まわり

,『

男路‐砥
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〈
そ
の
十
一
一
〉
人
恋
し
い
夢
二
、
妄
想
に
狂
う

身
ご
も
る
お
葉

中
ｌ
右
瑛

ネ

夢
一
一
が
、
モ
デ
ル
の
佐
々
木
力
子
ョ
に
つ
け
た
「
お
葉
」
と
い
う
名
の
由
来

は
、
歌
舞
伎
通
の
夢
二
が
最
も
尊
敬
し
、
そ
の
フ
ァ
ン
で
も
あ
っ
た
播
磨
屋
こ

と
中
村
吉
右
衛
門
の
美
し
い
妹
「
お
葉
さ
ん
」
を
思
慕
し
て
い
た
こ
と
か
ら
…

だ
と
い
う
。

そ
ば

自
虐
的
で
、
か
な
し
い
程
に
官
能
的
で
さ
え
あ
る
お
葉
。
絶
え
ず
、
側
に
女

性
が
い
な
く
て
は
お
れ
な
い
人
一
倍
の
寂
し
が
り
や
で
、
人
恋
し
い
夢
二
・

夢
二
は
お
葉
の
た
め
に
菊
富
士
ホ
テ
ル
の
一
室
を
あ
て
が
い
、
お
葉
と
の
同

居
生
活
が
は
じ
ま
る
の
だ
が
、
お
葉
の
特
異
な
過
去
、
お
葉
を
ア
イ
ド
ル
視
し

て
い
る
フ
ァ
ン
の
画
学
生
た
ち
の
存
在
が
、
夢
二
を
絶
え
ず
悩
ま
し
つ
づ
け
た
．

特
に
、
講
演
旅
行
や
取
材
旅
行
中
の
夢
二
は
、
留
守
居
の
お
葉
の
こ
と
が
い

つ
も
気
が
か
り
だ
っ
た
。
い
ま
、
ど
う
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？
浮
気
は
し

て
い
な
い
だ
ろ
う
か
…
と
。
旅
行
中
に
、
菊
富
士
ホ
テ
ル
の
お
葉
に
出
し
た
手

紙
が
、
い
ま
も
残
さ
れ
て
い
る
。

「
お
葉
や

私
は
も
う
こ
う
呼
ん
で
も
よ
い
か
し
ら
。
お
ま
え
は
、
い
ま
ど
う
し
て
い
る
の
。

忙
し
い
合
間
に
、
こ
う
し
て
走
り
書
き
に
手
紙
を
書
く
の
も
楽
し
み
の
一
つ
だ
。

お
ま
え
に
手
紙
を
書
く
の
も
久
し
ぶ
り
だ
ね
。
た
ま
に
は
こ
う
し
て
遠
く
に

6４

竹
久
夢
二

「
四
つ
の
恋
の
も
の
が
た
り
」

い
て
手
紙
を
書
く
心
持
ち
も
、
懐
か
し
く
よ
い
も
の
だ
ね
．
そ
う
思
わ
な
い

か
？お
ま
え
が
涙
な
が
ら
に
書
い
た
日
記
は
、
ま
っ
た
く
お
ま
え
の
神
に
許
さ
れ

る
ざ
ん
げ
ぶ
み
だ
。
お
そ
れ
に
も
私
に
お
く
る
も
の
だ
と
思
っ
て
は
い
け
な
い
。

神
さ
ま
へ
お
返
し
す
る
の
だ
と
思
っ
て
書
く
の
が
よ
い
。

私
に
は
お
ま
え
を
責
め
る
こ
と
も
裁
く
こ
と
も
出
来
な
い
の
だ
か
ら
。
そ
の

日
記
に
よ
っ
て
、
お
ま
え
も
私
も
救
わ
れ
る
の
だ
。

そ
し
て
、
生
れ
か
わ
っ
た
新
し
い
生
れ
た
て
の
子
供
の
よ
う
な
心
持
ち
で
、

は
じ
め
か
ら
歩
き
直
し
て
行
こ
う
ね
。

お
ま
え
は
ど
ん
な
に
罪
の
な
い
子
供
に
な
る
だ
ろ
う
。

お
葉
ち
ゃ
ん
。

お
ま
え
は
ど
う
し
て
い
る
の
。

ひ
と
り
で
寝
て
、
ひ
と
り
で
起
き
て
、
そ
し
て
誰
と
お
話
を
す
る
の
？

枕
を
か
か
え
て
パ
パ
を
呼
ん
で
い
る
の
ぢ
ゃ
な
い
？
粉
お
し
ろ
い
を
ふ
り

ま
い
て
、
パ
パ
の
匂
い
を
か
い
で
い
る
の
？

寝
る
と
き
、
お
ま
え
は
下
を
向
い
て
寝
る
の
？

そ
れ
と
も
、
上
を
向
い
て
い
る
？

手
は
ど
ん
な
風
に
し
て
い
る
？
足
を
ど
ん
な
ぐ
あ
い
に
の
ば
し
て
い
る
？

竹
久
夢
二
筆
「
与
三
郎
」

上
瞳
：
”
う
遇
な
の
よ
こ
ぐ
し

お
芝
居
『
世
情
浮
名
横
櫛
」
。
俗
に
「
お
富
与
三
郎
」
で
知
ら
れ
た
斬
ら
れ

与
三
郎
が
タ
ン
カ
を
き
る
名
シ
ー
ン
。

夢
こ
の
男
絵
は
中
世
的
な
甘
さ
が
醸
し
出
さ
れ
て
い
る

鍵§蕊蕊蕊蕊§蕊

刀
国

卜誌芝お顎l§語袴論紙謡』
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ず
い
ぶ
ん
私
た
ち
に
苦
し
い
は
め
に
な

お
葉
の
日
記
を
つ
い
見
て
、
過
去
の
行
状
や
学
生
た
ち
と
の
恋
愛
遊
戯
を
知

っ
て
し
ま
っ
た
夢
二
は
、
ワ
キ
タ
と
い
う
男
に
異
常
な
ほ
ど
の
嫉
妬
の
炎
を
燃

や
し
た
の
だ
っ
た
。

つ
づ
い
て
そ
の
翌
日
、
お
葉
に
出
し
た
手
紙
に
は
、

「
お
葉
ど
の

お
ま
え
は
ワ
キ
タ
と
い
ふ
人
間
を
知
っ
て
い
る
か
？

ひ
と
こ
と

そ
の
返
事
を
一
言
書
い
て
呉
れ
る
と
よ
い
。

夢
で
見
た
こ
と
が
ほ
ん
と
う
な
ら
、
ず
値

そ
し
て
、
も
う
直
ぐ
帰
る
よ

マ
マ

大
正
九
年
九
月
十
九
日
、
名
古
屋
よ
り
気
車
中
に
て
」

セノオ楽譜

｢夢に見る君」夢二装画

夢
二
は
妄
想
、
嫉
妬
に
狂
い
は
じ
め
た
。
お
葉
と
知
り
は
じ
め
た
こ
ろ
、
お

葉
の
恋
人
に
会
い
、
二
人
の
ロ
マ
ン
ス
を
聞
か
さ
れ
、
何
か
、
い
い
知
れ
ぬ
嫉

妬
に
身
を
こ
が
し
た
、
こ
と
さ
え
あ
っ
た
。

男
の
欲
望
に
自
然
に
こ
た
え
て
し
ま
う
お
葉
。
自
由
に
生
き
、
奔
放
に
身
を

ま
か
せ
、
男
を
渡
り
歩
い
た
憎
め
な
い
小
悪
魔
。

そ
ん
な
こ
と
が
夢
二
の
脳
裡
か
ら
離
れ
な
い
。
夢
二
は
、
い
つ
も
恋
に
浸
り
、

妄
想
に
と
り
つ
か
れ
、
嫉
妬
に
狂
う
の
だ
っ
た
。

そ
ん
な
お
葉
と
夢
二
は
、
大
正
十
年
八
月
、
三
年
足
ら
ず
の
菊
冨
士
ホ
テ
ル

生
活
に
別
れ
を
告
げ
、
渋
谷
道
玄
坂
の
先
、
宇
田
川
町
八
五
七
の
新
居
に
移
り

住
む
こ
と
と
な
っ
た
。

お
葉
は
夢
二
の
子
を
身
ご
も
っ
て
い
た
の
だ
っ
た
．

っ
た
も
の
だ
。
そ
し
て
お
ま
え
は
、
何
と
い
ふ
恐
ろ
し
い
醜
い
こ
と
を
し
て
く

れ
た
も
の
だ
。
と
り
返
し
は
つ
か
な
い
。
し
か
し
、
お
ま
え
が
、
前
か
ら
そ
の

よ
う
に
す
る
積
り
で
い
た
の
な
ら
、
私
の
方
が
お
ま
え
の
思
い
通
り
に
な
っ
た

わ
け
だ
。
し
か
し
、
そ
れ
で
お
ま
え
が
私
に
勝
っ
た
と
思
っ
た
ら
間
違
い
だ
よ
。

お
ま
え
に
負
け
て
は
い
な
い
。
だ
が
、
お
ま
え
は
そ
ん
な
見
え
す
い
た
、
す
ぐ

に
わ
か
る
よ
う
な
こ
と
を
し
て
見
せ
た
の
だ
か
ら
、
無
論
、
覚
悟
の
上
の
こ
と

だ
ろ
う
ね
。

ど
ん
な
夢
だ
っ
た
、
な
ん
て
、
言
っ
て
も
駄
目
だ
よ
。

こ
の
返
事
さ
え
聞
け
ば
、
お
れ
は
も
う
東
京
へ
す
ぐ
帰
る
必
要
は
な
い
の
だ

九
月
二
十
日
、
尾
州
（
名
古
屋
）
に
て
二
呈
早
（
夢
二
の
別
号
）
」

回
・
中
右
瑛
（
な
か
う
・
え
い
）

抽
象
画
家
。
浮
世
絵
エ
ッ
セ
イ
ス
ト

－
９
３
４
年
生
ま
れ
、
神
戸
市
在
住

［
受
賞
歴
］
行
動
美
術
展
に
お
い
て
奨
励
賞
、
新
人
賞
、
会
友
賞
、
行
動
美
術
賞
受
賞
。
浮

世
絵
蒐
集
研
究
の
功
績
に
よ
り
浮
世
絵
内
山
賞
受
賞
。
半
ど
ん
現
代
美
術
賞
、
兵
庫
県
文

化
賞
、
神
戸
市
文
化
賞
な
ど
受
賞
。

現
在
行
動
美
術
協
会
会
員
国
際
浮
世
絵
学
会
常
任
理
事
。
著
書
に
、
抽
象
画
集
「
シ

ェ
リ
ト
・
リ
ン
ド
／
ミ
ラ
ク
ル
ブ
ル
ー
の
世
界
」
「
浮
世
絵
ミ
ス
テ
リ
ー
巷
談
」
「
写
楽
は

旧
才
だ
っ
た
ｌ
」
「
忠
臣
蔵
浮
世
絵
」
「
豆
本
・
夢
二
黒
猫
椅
誕
」
が
あ
る

EH3
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「
い
や
あ
、
ジ
ュ
リ
ア
ン
。
久
し
ぶ
り
だ
な
あ
」

相
変
わ
ら
ず
低
く
て
野
太
い
声
だ
が
今
日
は
い
や
に
テ

ン
シ
ョ
ン
が
高
い
。

「
ど
う
し
た
の
。
コ
バ
さ
ん
、
ず
い
ぶ
ん
明
る
い
声
じ
ゃ
な

い
の
」

「
フ
フ
フ
…
わ
か
る
か
。
な
ん
と
今
日
は
時
効
一
日
前
で
犯

人
逮
捕
が
で
き
た
ん
だ
。
こ
ん
な
嬉
し
い
こ
と
は
な
い
よ
。

そ
れ
で
さ
あ
。
み
ん
な
で
祝
杯
っ
て
と
こ
で
ね
」

「
そ
う
か
、
道
理
で
ね
。
逆
転
の
大
ホ
ー
マ
ー
っ
て
と
こ
か
。

昼
垂Ｆ

Ｐｄ

勾
画

１

．１
Ｉ

密

１ １

１１

u-Hー･'

Mwi'iＩ

、 １
１
１

誰Ｉ

９

１
■
■
■
■
■
、

ｑ

新神戸駅

そ
り
や
あ
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
い
や
に
聞
き
慣
れ

な
い
明
る
い
声
だ
か
ら
び
っ
く
り
し
ち
ゃ
っ
て
」

今
、
警
察
が
何
か
と
た
た
か
れ
て
世
間
の
目
が
白
い
中
だ

か
ら
こ
そ
、
喜
び
も
ひ
と
し
お
な
の
だ
ろ
う
。

「
あ
り
が
と
う
。
と
こ
ろ
で
、
事
件
か
」

さ
す
が
に
僕
の
匂
い
を
喚
ぐ
の
が
早
い
。

「
お
察
し
の
と
お
り
。
ま
ず
そ
の
確
率
は
高
い
」

「
で
き
る
だ
け
ヘ
ル
プ
す
る
け
ど
、
も
の
は
な
ん
だ
ど

「
殺
し
の
予
告
」

「
ふ
－
ん
。
こ
っ
ち
に
は
あ
が
っ
て
な
い
ん
だ
ろ
う
？
」

「
そ
う
」

「
わ
け
あ
り
か
」

「
ら
し
い
。
一
応
、
こ
ち
ら
の
情
報
を
送
っ
て
お
く
の
で
目

を
通
し
て
お
い
て
」

「
了
解
。
ガ
ー
ド
は
し
て
ん
だ
ろ
う
」

「
う
ん
。
バ
ッ
チ
リ
。
と
こ
ろ
で
話
は
変
わ
る
け
ど
数
寄
屋

橋
の
バ
ー
（
メ
ル
ヘ
ン
）
（
０
３
１
３
５
７
１
１
３
７
８
７
）

の
本
田
さ
と
み
マ
マ
は
元
気
か
い
」

「
あ
あ
、
相
変
わ
ら
ず
さ
。
し
か
し
、
あ
の
元
気
に
は
負
け

る
ね
。
い
つ
も
お
前
が
い
つ
東
京
に
来
る
の
か
っ
て
さ
あ
、

ま
あ
、
う
る
さ
い
こ
と
、
う
る
さ
い
こ
と
。
も
て
る
男
は
つ

ら
い
ネ
」

「
よ
く
言
う
よ
。
し
か
し
、
男
っ
ぽ
い
マ
マ
な
ん
だ
が
変
に

女
の
色
気
も
あ
っ
た
り
し
て
ね
。
そ
れ
が
魅
力
か
な
あ
。
今
、

銀
座
で
も
か
な
り
古
い
だ
ろ
？
」

「
も
う
老
舗
の
バ
ー
だ
よ
。
あ
そ
こ
は
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
だ
か

ら
今
度
の
事
件
が
片
づ
い
た
ら
ワ
リ
カ
ン
で
行
こ
う
か
」

「
ケ
チ
く
さ
い
こ
と
い
わ
な
い
で
よ
。
コ
バ
さ
ん
友
情
に
ヒ

ビ
が
は
い
る
よ
」

「
い
や
、
今
は
世
間
が
う
る
さ
く
っ
て
ね
。
企
業
で
も
２
５

０
０
円
以
上
は
領
収
書
が
い
る
ら
し
い
よ
」

「
た
ま
ら
ん
ね
え
、
ほ
っ
と
け
よ
。
そ
ん
な
こ
と
に
神
経
を

○ＮＥＤＡＹＬｌＬＹ
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次
の
電
話
は
裏
世
界
の
新
宿
歌
舞
伎
町
の
情
報
や
く
ざ
で

罰Ｚ

「
旦
那
、
中
の
様
子
が
ど
う
も
お
か
し
い
」

「
え
っ
、
ジ
ョ
ー
ジ
か
。
早
い
な
あ
」

「
善
は
急
げ
で
ね
。
と
こ
ろ
が
来
て
み
る
と
お
手
伝
い
が
い

や
に
何
回
も
出
た
り
入
っ
た
り
で
ね
。
な
ん
か
あ
た
ふ
た
し

た
感
じ
で
、
そ
っ
ち
で
確
認
と
っ
て
く
だ
さ
い
よ
」

「
よ
し
、
わ
か
っ
た
」

ホ
テ
ル
の
夫
人
の
部
屋
に
早
速
コ
ー
ル
す
る
と
、

「
ま
あ
、
先
生
。
今
、
お
電
話
し
よ
う
と
思
っ
て
い
た
ん
で

す
よ
。
ま
た
、
脅
迫
状
が
き
た
ら
し
い
ん
で
す
」

「
そ
う
で
す
か
。
と
も
か
く
東
京
の
ご
自
宅
に
一
緒
に
戻
り

ま
し
ょ
う
。
奥
さ
ん
を
今
か
ら
迎
え
に
行
き
ま
す
か
ら
ご
用

意
く
だ
さ
い
」
と
言
い
残
し
、
ゆ
り
に
細
か
な
指
示
を
与
え

て
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
神
戸
に
向
か
っ
た
。

夫
人
は
惟
惇
し
き
っ
て
声
も
な
い
。
お
互
い
無
言
の
ま
ま

新
幹
線
の
新
神
戸
駅
に
急
ぐ
。
プ
レ
イ
ボ
ー
イ
の
僕
も
為
す

す
べ
も
な
し
で
あ
る
。

週
末
の
駅
は
帰
京
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
で
あ
わ
た
だ
し

い
。
毎
日
こ
ん
な
賑
わ
い
が
早
く
神
戸
に
き
て
ほ
し
い
な
あ
。

地
震
と
不
景
気
で
ダ
ブ
ル
パ
ン
チ
。
神
戸
市
民
も
元
気
が
な

い
。
お
や
つ
、
上
り
線
で
僕
た
ち
の
前
を
歩
い
て
い
る
の
は
株

式
会
社
ノ
ー
リ
ッ
の
太
田
敏
郎
会
長
と
竹
下
克
彦
社
長
だ
。

「
お
久
し
ぶ
り
で
す
」

「
あ
っ
、
ジ
ュ
リ
ア
ン
。
君
も
東
京
？
」

「
え
え
。
仕
事
で
」

太
田
会
長
は
傍
ら
の
横
田
夫
人
の
雰
囲
気
を
ち
ら
っ
と
見

や
っ
て
、
事
の
緊
迫
さ
が
理
解
で
き
た
よ
う
だ
。

「
大
変
だ
ね
、
君
も
。
し
か
し
、
君
が
動
く
と
世
の
中
が
危

う
い
ね
え
」

「
会
長
、
事
件
発
生
ば
か
り
じ
ゃ
な
い
で
す
よ
。
未
然
に
防

ぐ
こ
と
も
で
き
る
し
」

「
い
や
、
君
が
静
か
で
ひ
ま
な
方
が
日
本
も
平
和
だ
よ
ね
」

使
う
よ
り
さ
、
本
業
の
方
で
ベ
ス
ト
を
尽
く
す
方
が
筋
。
こ

ん
な
く
だ
ら
な
い
こ
と
を
気
に
し
て
い
る
と
み
ん
な
小
さ
な

人
間
ば
っ
か
り
に
な
っ
て
大
物
が
生
ま
れ
な
い
つ
ま
ら
な
い

世
の
中
に
な
る
よ
。
そ
う
な
れ
ば
遅
か
れ
早
か
れ
い
ず
れ
日

本
は
沈
没
」

「
ホ
ン
ト
、
こ
の
頃
い
や
に
気
が
弱
く
な
る
よ
」

「
何
が
い
け
な
い
か
っ
て
い
う
と
ね
、
．
（
さ
ん
。
お
金
を

た
ら
ふ
く
持
っ
て
る
奴
が
全
然
遊
ば
な
い
こ
と
な
ん
だ
よ
。

お
金
を
持
っ
て
さ
、
死
ね
な
い
だ
ろ
う
に
…
ね
え
」

と
、
ビ
ン
ボ
ー
な
二
人
だ
か
ら
こ
そ
の
話
題
で
盛
り
上
が
っ

て
こ
れ
で
い
つ
も
終
わ
る
。

一
時
間
も
た
た
な
い
う
ち
に
携
帯
電
話
が
ピ
コ
ピ
コ
鴫

あ
る
。
堅
気
に
戻
り
た
い
と
の
願
望
を
持
ち
な
が
ら
、
や
く

ざ
所
業
か
ら
な
か
な
か
抜
け
出
せ
な
い
半
端
な
男
で
あ
る

が
、
約
束
し
た
仕
事
は
キ
ッ
チ
リ
果
た
す
一
匹
狼
で
あ
っ
て

僕
に
と
っ
て
は
重
宝
な
ス
タ
ッ
フ
の
一
人
で
あ
る
。

「
オ
ッ
サ
ン
、
仕
事
、
仕
事
」

「
待
っ
て
ま
し
た
。
ジ
ュ
リ
ア
ン
の
旦
那
。
こ
の
と
こ
ろ
不

景
気
で
ね
え
。
ふ
と
こ
ろ
具
合
が
寒
く
っ
て
震
え
て
た
ん
で

す
よ
」

「
そ
う
か
。
グ
ッ
ド
タ
イ
ミ
ン
グ
か
。
と
こ
ろ
で
今
、
ゆ
り

が
フ
ァ
ッ
ク
ス
を
送
っ
て
い
る
が
す
ぐ
に
そ
の
物
件
に
飛
ん

で
欲
し
い
。
君
の
地
獄
耳
で
情
報
を
集
め
、
そ
の
家
に
完
壁

に
張
り
付
い
て
ほ
し
い
ん
だ
。
人
数
は
任
せ
る
が
頭
と
足
の

鋭
い
奴
を
選
ん
で
よ
・
も
ち
ろ
ん
資
金
は
い
つ
も
の
口
座
に

振
り
込
ん
で
お
く
」

「
任
せ
て
く
だ
さ
い
。
ジ
ュ
リ
ア
ン
の
旦
那
。
と
こ
ろ
で

物
々
交
換
っ
て
い
う
ん
じ
ゃ
な
い
け
ど
、
こ
の
歌
舞
伎
町
に

素
人
さ
ん
の
ス
ー
パ
ー
美
女
が
い
ま
し
て
ね
、
旦
那
の
こ
と

を
話
し
た
ら
ぜ
ひ
紹
介
し
て
く
れ
っ
て
」

「
へ
－
え
、
あ
と
で
こ
わ
い
お
兄
さ
ん
が
出
て
く
る
ん
じ
ゃ

な
い
の
」

「
そ
ん
な
馬
鹿
な
。
こ
の
私
が
旦
那
に
弓
引
く
よ
う
な
そ
ん

な
こ
と
す
る
わ
け
な
い
で
し
よ
」

「
い
や
、
冗
談
だ
よ
。
ま
あ
、
事
件
の
カ
タ
が
つ
い
た
ら
ね
」

「
女
優
よ
り
凄
い
ん
だ
か
ら
」

わ
か
っ
た
、
わ
か
っ
た
と
言
い
な
が
ら
し
っ
か
り
僕
は
メ

モ
リ
ー
に
し
ま
い
こ
む
。

し
か
し
、
誰
と
話
し
て
い
て
も
こ
ん
な
緊
急
時
に
も
最
後

に
お
ん
な
の
話
…
。
や
は
り
、
僕
の
助
平
根
性
は
見
抜
か
れ

て
る
ん
だ
な
あ
。

裕次郎とバーメルヘンのママ

る
Ｃ
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ワ
■

元
気
と
希
望
い
っ
ぱ
い
の
太
田
会
長
た
ち
と
疲
労
困
倣
の

夫
人
と
僕
た
ち
は
皮
肉
に
も
同
じ
「
ひ
か
り
」
グ
リ
ー
ン
８

号
車
で
運
命
の
対
極
を
な
し
て
い
た
。

３
時
間
少
し
で
小
雨
降
る
東
京
駅
に
午
後
５
時
鋤
分
に
到

着
。
会
長
た
ち
と
は
そ
こ
で
別
れ
、
僕
た
ち
は
夫
人
迎
え
の

超
高
級
車
ベ
ン
ト
レ
ー
に
乗
り
込
ん
だ
。

青
山
通
り
を
左
折
し
て
表
参
道
に
入
る
。
相
変
わ
ら
ず
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
で
個
性
的
な
若
者
た
ち
で
元
気
が
溢
れ
か

え
っ
て
い
る
。
森
ビ
ル
を
左
折
す
る
と
も
う
一
つ
の
世
界
、

「
社
長
、
助
け
て
く
だ
さ
い
。
僕
の
飯
の
食
い
上
げ
で
す
よ
」

「
し
か
し
、
不
穏
な
事
件
が
多
す
ぎ
る
の
も
問
題
だ
よ
」
と

傍
ら
で
竹
下
社
長
は
に
っ
こ
り
。

困
る
な
あ
。
ま
あ
、
い
い
や
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
株
式
会

社
ノ
ー
リ
ッ
は
こ
の
不
景
気
の
さ
な
か
、
増
収
増
益
で
あ
る
。

今
、
個
人
生
活
が
重
視
さ
れ
、
ゆ
と
り
と
や
す
ら
ぎ
を
求
め

る
新
し
い
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
う
い
う
生
活
関
連
の
業
種

が
求
め
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
。
こ
ん
な
会
社
が
神
戸
に
い
っ
ぱ

い
で
き
た
ら
な
あ
…
。

株式会社ノーリツ

側

￥厘嬰雪圃『
園

11.

殉

諸
口

勺
鞄

奇
、

』

畠
Ｉ

１
■

回■

１
ｏ
ｚ
画
ロ
ン
電
ロ
国
Ｉ
こ
の
花
の
意
味
が
真
実
と
な

る
日
。
そ
れ
は
今
日
。
一
日
だ
け
の
お
前
の
命
Ｉ

郡

「
こ
の
た
び
は
い
ろ
い
ろ
お
世
話
に
な
り
ま
す
…
」

送
ら
れ
て
き
た
写
真
で
は
穏
や
か
な
笑
み
を
浮
か
べ
て
い

た
横
田
俊
充
も
そ
の
表
情
は
す
っ
か
り
消
え
去
り
、
深
い
苦

悩
が
淫
ん
で
い
る
。

「
こ
れ
で
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
」

差
し
出
さ
れ
た
２
回
目
の
脅
迫
状
は
前
回
と
同
様
、
同
質

の
ワ
ー
プ
ロ
用
紙
で
あ
っ
て
文
面
は
簡
潔
な
恐
怖
を
伝
え
て

い
た
。

「
う
－
ん
。
ま
だ
な
ん
と
も
い
え
な
い
で
す
ね
。
と
も
か
く
、

ガ
ー
ド
は
つ
け
て
あ
り
ま
す
か
ら
ご
安
心
く
だ
さ
い
」

深
く
う
な
ず
く
俊
充
。

大
邸
宅
の
庭
園
は
小
さ
な
森
と
い
え
る
ほ
ど
緑
の
大
木
が

密
集
し
て
い
て
、
そ
の
生
い
茂
っ
た
枝
葉
の
狭
間
か
ら
小
雨

ま
じ
り
の
強
い
風
が
ガ
ー
デ
ン
テ
ラ
ス
に
忍
び
込
み
、
こ
の

沈
諺
な
ラ
ウ
ン
ジ
の
外
で
、
時
間
と
夜
を
気
ま
ま
に
弄
ぶ
姿

に
あ
た
か
も
不
吉
な
予
感
が
…
横
田
家
の
次
な
る
運
命
の

幕
開
け
か
。

夫
の
俊
充
は
ぐ
っ
た
り
と
疲
れ
き
り
、
深
々
と
し
た
イ
タ

リ
ア
製
の
ソ
フ
ァ
に
頭
を
抱
え
込
ん
で
座
っ
て
い
る
。
傍
ら

で
そ
の
夫
の
横
顔
を
じ
っ
と
見
つ
め
る
夫
人
。
蒼
白
く
透
き

通
っ
た
夫
人
の
細
い
手
が
、
夫
の
骨
張
っ
た
痩
せ
た
肩
を
い

鯵
蒼
と
し
た
木
々
が
そ
れ
ぞ
れ
の
邸
宅
に
大
き
な
姿
を
落
と

し
、
信
じ
ら
れ
な
い
ぐ
ら
い
の
静
寂
の
豪
邸
ゾ
ー
ン
を
つ
く

っ
て
い
る
。

そ
の
中
で
も
周
囲
を
圧
す
る
の
が
問
題
の
横
田
家
で
あ
っ

た
。
こ
の
近
く
で
ガ
ー
ド
す
る
ジ
ョ
ー
ジ
た
ち
の
目
が
僕
た

ち
を
凝
視
し
て
に
や
っ
と
笑
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
。

6８

と
お
し
む
よ
う
に
そ
っ
と
抱
く
の
を
僕
は
ぼ
ん
や
り
見
て
い

た
。
極
限
の
夫
婦
の
緋
が
試
さ
れ
る
時
な
の
か
。

現
れ
た
君
子
は
中
肉
中
背
の
少
し
骨
太
で
丸
顔
の
木
訓
な

感
じ
で
現
れ
た
。
の
り
が
き
い
た
真
っ
白
な
エ
プ
ロ
ン
と
白

い
木
綿
の
シ
ャ
シ
に
グ
レ
イ
の
ス
カ
ー
ト
、
そ
し
て
化
粧
っ

気
の
な
い
顔
に
う
っ
す
ら
と
透
明
色
の
口
紅
、
爪
に
は
マ
ニ

キ
ュ
ア
さ
え
も
な
い
。

君
子
の
年
齢
は
犯
才
だ
と
い
う
。
本
人
は
事
の
重
大
さ
に

震
え
上
が
っ
て
か
、
か
な
り
の
緊
張
度
で
あ
っ
て
、
キ
チ
ン

と
立
っ
て
い
る
つ
も
り
な
ん
だ
ろ
う
が
、
体
が
少
し
揺
れ
て

落
ち
着
か
な
い
。

（
つ
づ
く
）

「
と
こ
ろ
で
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
本
当
に
心
当
た
り
は

な
い
ん
で
す
か
」

「
あ
り
ま
せ
ん
」
う
つ
る
な
目
で
あ
っ
た
が
、
ハ
ツ
キ
リ
し

た
声
で
俊
充
は
答
え
た
。
「
一
生
懸
命
考
え
て
み
た
の
で
す

が
、
恨
み
を
か
う
よ
う
な
こ
と
は
。
そ
り
や
あ
、
社
員
や
お

手
伝
い
さ
ん
を
や
め
さ
せ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
皆
、
円

満
退
社
で
深
刻
な
恨
み
は
ど
う
し
て
も
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

ラ
イ
バ
ル
会
社
だ
っ
て
普
通
一
般
的
な
競
争
は
あ
り
ま
す

が
、
命
ま
で
狙
わ
れ
る
よ
う
な
覚
え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
」

「
と
こ
ろ
で
誰
が
脅
迫
状
を
持
っ
て
き
た
の
で
す
か
」

「
お
手
伝
い
の
君
子
で
す
」

「
そ
の
お
手
伝
い
さ
ん
を
呼
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
か
」

ウドノ葉生子

作家、〒Ｖイベントプロデ
ューサーなど多様に活躍

中。月刊神戸っ子に「松廼

蒙毛のがたり」連戦。若者

向け著書「音声多重面白構

造』（三水社）で人気を集

める。最近作「ああ、万事

塞翁がお・ん・な」（文園

社）では神戸花隈の花柳界

の歴史を綴る。ラジオ日本

｢ウドノヨーコのざつくパ
ラエティ」のパー･ソナリデ

イを

務め

阪神，淡路大雄災まで

る。
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事務局／神戸市中央区下山手通３－１－１８

ツインズトアビル４Ｆ月刊神戸つ子内

TEL､078-331-2246

FAXO78-331-2795

神戸ファッション市民大学ＯＢによるクループ祥(戸のファッション都市化をめざす

ＫＲＳ.,1砿i鷺…

|－

神戸市兵庫区中道通4-1-15

TEL:O78-575-1024(掃歪量TEL:Oﾜ8-577-7034）

市バス上沢４１亭南スグ
●駐車場完備●

KFSマンスリーサロン

フ。ロに学ぶ写:真の振り方(２回シリーズ）講師/米田定蔵さん

＝

『

鈴●，

ントはその人物の環境をいかに表現する

かである．被写体の人間性を一瞬のシャ

ッターチャンスでとらえるために心を配

ることが必要であると教えられた。

押せば写るカメラが全盛の時代だが、

こう押してみようという意志をもって撮

れば、今までよりも良い写真が撮れるの

ではないだろうか。実際に指導のもとお

互いに写した作品は思いがけないできば

えであった。（柿本・石原）

プロカメラマンとして50年以上も活動

を続ける米田定蔵さん（ＫＦＳ会員）に

講演と実技を交えて写真の撮り方を学ん

だ今回のマンスリーサロン。

米田さんは写真家であった実兄の仕事

を10代から手伝ううちにこの世界に入り、

20代の頃は現在の電通の前身であった会

社でコマーシャル映画を制作、その後自

らの求める報道写真の分野に独自の感性

をこめて道を究められ、現在も変わらぬ

活動を続けられている。何十年にもわた

る神戸港の変遷の様子や震災の記録など、

いつも厳しく温かいカメラアイからの作

品は、ロドニー賞受賞や各方面での個展

などで周知の通り。

写真の撮り方の実技指導では大がかり

なセットを設営し、光線ひとつで作品が

いかに変わるかを実際に試したり、また

フィルム－枚が貴重であった時代から現

在でもシャッターを押すときの変わらな

い心榊えなどを聞き、特にシリーズ２回

目の「肖像写真は心のかたち」と題した

講座ではポートレートを写すときのポイ

隅蕊
１１

●ＫＦＳマンスリーのお知らせ●

神戸ハイカラ文化シリーズ

講演「神戸外国人居留地と15番館」

講師園田学園女子大学国際文化学部教授

田辺員人

日時／５月19日（金）１８：30～20:３０

場所／カフェド神戸旧居留地15番館

神戸市中央区浪花町15番地

会費／3,500円実技指導をする米田さん

可
画湧、

☆佐本産科・婦人科☆
佐本学

ザＴＰ
野，

￥

ｆ窪L齢

ママといっしょに
SＡＭＯＴＯＣＬＩＮＩＣ

ワ
鮒

EIg

》』Ｉ宇
負＝心．､』

岸

匙
ざや廷，

こめたにはやか

あ力'ちゃん：米谷早加ちゃん

（平成11年１１月１８日生まれ）

パパ:直樹さん

ママ:純子さん

｢明るく活発な女の子になってほしい」

個困
詞隔
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